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１。はじめに
南海トラフ沿いの過去の地震はこれまで古文書により調べられてきた。南海道地震

については西暦６８４年にまで及ぶ記録が比較的詳細に残されているが東海沖の地震に
ついては古文書の記録が少なくその挙動については不明な点が多い。地震の繰り返し
のメカニズムを考える上で古文書の記載の欠落なのか実際に地震が起こらなかったの
かということは重大な問題となってくる。また、近年の遺跡の液状化跡を用いた考古
学的研究からは古文書による記録に欠落があることが判明してきた（寒川、１９９２年）。
新たな古文書の発見が困難となっている現段階においては、堆積物に残された記録を
探査・解析することにより地震の発生時期と規模を推定することが不可欠なアプロー
チとなっている。我々はこのような観点から東海沖地震の発生系列の復元に向けて堆
積物の探査・解析を進めている。
東海沖地震の津波により大きな影響を受けてきた浜名湖周辺で、これまで行われた

遺跡発掘調査の際に津波によるものと推定される堆積物が見つかっている。本論では
この堆積物と東海道地震との対応について報告する。さらに、我々が行った堆積物の
訓査の結果ついても報告する。

２。研究地域の概要
本研究地域は図１に示したような浜名湖を含む東西約２０ｋｍの範囲である。また、

図２よりこの浜名湖の海岸沿いは繰り返し津波の影響を受けたことが古文書から分か
っている地域である（羽島、１９７７）。この地域のＡ点とＣ点は我々が行った調査地点、
Ｂ点と（こ５！叉は遺跡発掘調査が行われた地点である。Ａ点は浜名湖が海とつなっがって
いる今切口の約２ｋｍ北の中州の中央部である。Ｂ点は新居町役場から東へ１ｋｍの地点
で浜名川沿いに位置している。Ｃ点は湖西市白須賀町の潮見坂より西に参三Ｏｍ、海
岸から北に約２００ｍの位置にある。この地点のさらに北には高低差が約７０ｍもある天
伯原台地が広がっている。

３。遺跡発掘調査の概要
本研究が着目している津波堆積物について新居町の「御殿跡」（図１のＢ）や湖西

市の「長谷元屋敷遺跡」（図１のＣ）の調査報告に記述があったので以下にその概要
を述べる。
新居町「御殿跡」の御殿とは将軍上洛用の休泊施設であり、１６３４年以降使用されな
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図２．歴史地震による津波の影響範囲（関東～南海道間における津波発生の時
間・空間パターン。横軸は津波の影響範囲を示す。（ｙ１月鳥１９７７））
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くなり１６９９年の暴風雨により倒壊したとされている（新居町史、１９８９）。その、Ｕ、ｌｄ介
が昭和５８年に行われた（新居町教育委員会、１９８帽。調査は面積にして約４川）ｍ２の
範囲で、約１．５ｍの深さまで行われた。その模式柱状図を図３に示す。この訓査区内
の層位はかならずしも一様とはいえないが、ＩＶ層にあたる砂層の上に遺物含有層とし
ての有機粘土質砂層（Ⅲ層）があり、そのｍ層に青灰色砂層（ｎ層）が堆積し、これ
を有機粘土質砂層の表土∩層）が覆っているという状況である。ｍ層は「御殿跡」
の遺構や遺物を含む層である。このｍ層の遺構や遺物がきれいな砂（ＩＨ層）に覆われ
ていたことが報告書により指摘されている。「御殿跡」の倒壊年代から考えて、新居
宿にも大きな被害をもたらした１７０７年の津波によりこの砂層が堆積した可能性が高い。
長谷元屋敷遺跡は、現在工事中の潮見バイパス路線内に存在し、その工事に先立っ

て゛三万三二と年に調査が行われた。調査範囲は東西６０ｍ南北３ｏｍで、深さは約３ｍである。
かつてこの地にすんでいた人々は１７０７年の大津波で大きな被害を受けたため、この地
を離れて北の台地に移動したことが古文書から分かっている（建設省中部地方建設局
他、１９８７）。この遺跡の調査から得られた模式柱状図は図４に示した。遺物が出土す
る層を生活面と考え、その層に含まれる遺物から年代を決めると、第７層が西暦１４（）０
年代、第５層が１５００年前半、第４層と第３ｃ層が１５００年中～後半、第３ａ層ズバ１６（）ｏ
年前～中頃となる。これらの層を遺物を含まない砂層（第２層、第３ｂＪヤアｊｔＪ｀ｊ（３川。）が
覆っている。年代が決められている生活層をもとに砂層の第２層、第３ｂ層、第旧領
の年代を推定すると、図２に示した浜名湖周辺に影響を及ぼした歴史地震の津波のう
ち新し（、ヽ順に１８５４年以外の、１７０７年、１６０５年、１４９８年の東海道地震の津波にそれぞ
れ対応付けられる。この結果は砂層が津波により堆積したことを強く示唆している。

４ 。 浜 名 湖 の 中 州 の 調 査
図 １ の Ａ 点 （ 浜 名 湖 の 今 切 付 近 の 中 州 ） に お いて 深 さ ７ ０ ｃ ｍ ま で 掘 削 調 査 を 行 っ た 。

こ の 深 さ ま で 掘 っ た 時 点 で 砂 層 の 間 に 挟 ま る よ う に 有 機 堆 積 層 が 二 層 発 見 さ れ た 。 こ
の有機層の存在は、中州の表面に生息していた植物の上に短時間の内に、砂がＪ呂じＪ肌に
覆 っ て 生 じ た も の と 考 え る こ と が で き 、 何 か の イペ ン ト が 起 き た 証 拠 と な る 。 に つ か
っ た 二 つ の 有 機 堆 積 層 の う ち 、 上 部 に あ たる 層 の 有 機 物 か ら １ ４ Ｃ 年 代 測 定 を 行 っ た 。
有機物を酸とアルカリで処理し、Ｋｉｔａｇａｗａｅｔａ１・（１９９３）の手法に従いＣ０２ガス化したの
ち 、 水 素 と 鉄 に よ り 還 元 し グ ラ フ ァ イ ト 化 し た 。 年 代 測 定 に は 名 古 屋 大 学 年 代 測 定 資
料 研 究 セ ン タ ー の タ ン デ ト ロ ン 加 速 器 質 量 分 析 計 を 使 用 し た 。 そ の 結 果 、 １ ４ Ｃ 年 代 と
して１１１±５３ｙｒ．ＢＰが得られた。この結果とキャリブレーション・カーブ（Ｓｔｕｉｖｃｒａｎｄ
Ｂｃｃｋｃｒ、１９９３）を図５に示した。得られた１４Ｃ年代値及びそのｈｙとキャリブレーショ
ン・カーブとの比較から西暦１７００年前後あるいは１８００年頃から１９００年頃という年代
が 求 め ら れ た 。 年 代 誤 差 が 大 き い が 、 こ れ ら の 年 代 は 浜 名 湖 周 辺 に 最 近 大 き な 影 響 を
与えた津波の年代（西暦１８５４年あるいは１７０７年）を含む結果となった。

５ 長 谷元屋敷遺跡付近のボーリング調査
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図３．新居町「御殿跡」の模式柱状図
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図４湖西市「長屋元屋敷遺跡」の模式柱状図
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これまでに長谷元屋敷遺跡付近の地域（図１の点Ｃ）において堆積物をボーリング
コアとして計４本採集した。海岸から内陸に約２０（）ｍ入った地点で海岸線沿いに約
４（）ｍの幅でボーリングを行い、採集した深さは約４ｍである。ボーリングコアは独自
に開発したボーリング装置を用いて採集した。このボーリング装置はステンレスのサ
ンプラーと内側にアクリルパイプを入れる二重構造になっている。それらを１馬力程
度のモーターで回転させ、アクリルパイプにサンプルを入れてアクリルパイプのみ引
き出してサンプルを採集する。アクリルパイプは内径４４ｍｍ、サンプラーの外径は
６（）ｍｍである。試料採集後すぐにアクリルパイプを縦に２分割し各種分析を行った。
分析は、採集したコアのひとつについて約２５ｃｍ間隔でピックアップした後、色、粒
度（砂成分の含有率）、元素について行った。
図６ａにこのコアの砂の含有率の深さ分布を示した。サンプルの処理は以下のよう

に行った。まず、サンプルを乾燥機に入れて２４時間乾燥さた後、乾燥重量を測定した。
次に（）。（）７４ｍｍ（＃２００）のフルイで０．０７４ｍｍ以下の成分を水洗いして落とし、乾燥機
で２４時間乾燥させた。乾燥させた後、粒径０．（）７４ｍｍ以上の成分としての乾燥重量を洲」
定した。この重量を処理をする前のサンプルの乾燥重量で割り百分率で表した。また、
こうして得られた砂の含有率をもとに含有率が８０％以上を砂層としそれ以下を泥層と
して柱状図に表した。このコアでは四ヵ所で砂の含有率の高い部分が認められる。深
さ約：Ｍ）（）ｃｍより上方では全体に砂の含有率が高くそれより下方では砂の含有率が高
い部分と低い部分が互層していることがわかる。
コアの各部分について元素組成分析を行って得られた結果を図６ｂ、ｃ、ｄに示した。

サンプルは乾燥させ乳鉢ですり潰し粉末にした後、名古屋大学理学部地球惑星科学教
室所有の蛍光Ｘ線分析装置を用いて測定した。Ｋ、Ｆｅ、Ｃａ、ＳｉについてＸ線強度を測定
し、Ｓｉで規格化した結果を示した。Ｃａ／Ｓｉは、層ごとの変化に対して顕著な違いが見
えない。それに対してＦｅ／ＳｉおよびＫ／Ｓｉは砂の層では比較的低く、泥層では高い値を
示しており層の変化に対して敏感に変化しているのが分かる。
色分析を名古屋大学理学部地震火山観測センター所有の画像処理装置を用いて行っ

た。その結果を図６ｅに示す。ＣＣＤカメラにより画像デジタルデータを取得し、三原
色、赤緑青（ＲＧＢ）をそれぞれ２５６階調で表した。ＲＧＢは深さごとｌこほぼ一一定の
値を取っており濃淡の変化はあるが、色の顕著な違いは見られていない。
図７に今回採集した４本のコアの柱状図を示した。上記の解析に用いたコアはｄで

ある。イ也の３本のコア（ａ、ｂ、ｃ）についても同様の手法で砂の含有率を求め８ｏ％
を境として砂層と泥層を区別した。ｄとｃのコアは採集場所が近いこともあり砂層の
分布深度や厚さは似ている。ｂ、ｃ、ｄはコアの砂層の第一層（コアの最上部の砂層）、
第二層（コアの上から二番目の砂層）、第三層（コアの上から三番目の砂層）が出て
くる深さ；びほぼ同じであるのでこれらは対応があると考えられる。コアａについては
１００ｃｍ前後でサンプルが欠落しているためこの深度の対応は不明であるが、２（）｛｝ｃｍか
ら３００ｃｍにかけての砂層は深さの対応からみて、ｂ、ｃ、ｄの砂層の第二層、第三層
に対応すると考えられる。
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６。まとめ
新居の「御殿跡」の調査から１７０７年の地震の津波による堆積物、長谷元屋敷遺跡の

調査から１７０７年、１６０５年、１４９８年の地震の津波による堆積物の存在の可能性が指摘
されている。長谷元屋敷遺跡付近の今回のボーリング調査結果と約３ｍの深さまで行
われた長谷元屋敷遺跡発掘調査結果の比較をすると次のような対応があることが分か
る。図４の発掘調査の結果では２層から３ｃ層まで全体がかなり砂成分の多い層とな
っている。ボーリング調査によるｄのコア（図７）においても２００ｃｍより浅い部分で
の砂の含有率が全体として高くなっている。さらに図４の遺跡発掘の調査結果からは
４層より深いところでは砂層と粘土層との互層になっている。これに対応してコアの
２００ｃｍから３００ｃｍにかけて、砂の含有率の高い部分と低い部分との互層が見られるこ
とがわかる。このような発掘調査との対応は、これらの砂層（第一層、第二層）が歴
史地震に対応する年代に堆積した可能性を示している。さらに深さ約３００ｃｍ以深の砂
層については西暦１４００年代以前のさらに古い時代に堆積した可能性が指摘できる。
元素組成分析ではＦｅ／ＳｉとＫ／Ｓｉの深さ分布が泥層や砂層の分布に対応した変化を示

すのでこれを用いて層の同定などをすることが可能であろう。今回のボーリング調査
で得られたｄのコアでは色の変化を明確に示すような結果は得られなかった。
今後はまずボニリングコアに年代軸を入れる必要がある。コアの所々に有機物が混

入しているので（図７）この有機物の１４Ｃ年代測定から年代決定を行う。それにより
砂層が堆積した年代を推定し、歴史地震との対応を調べる。また、まだ分析していな
いコアの処理を行っていくと同時にさらにボーリング調査を進めて堆積物のより広い
範囲での分布を明らかにしていく必要があろう。
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